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　市川市議会では、毎年２月定例会で会派の代表が会派独自の立場から質疑をする代表質疑を

行っています。代表質疑の対象は、市長の施政方針と新年度予算の内容及びこれに関連する条例

案で、質疑時間は会派の均等割り時間 60 分に所属議員数× 15 分を加えた時間（３人に満たない

会派は議員１人につき 20 分）です。この中から会派が指定した項目の主な内容を掲載しました。

行
財
政
改
革

問　

市
は
以
前
か
ら
業
務
改
善

等
、
様
々
な
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
き
た
が
、
改
革
に
よ
っ

て
現
在
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
成

果
が
得
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
改
革
に
つ
い
て
、

市
政
戦
略
会
議
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
答
申
が
示
さ
れ
、
特
に
人

事
給
与
制
度
改
革
や
公
共
施
設

管
理
の
最
適
化
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
実
行
し
て
い
く
の
か
。

答　

行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
業
務
の
Ｉ
Ｔ
化
、

給
食
調
理
業
務
等
の
委
託
化
、

保
育
園
等
で
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
、
市
政
戦
略
会
議
に
よ

る
事
業
仕
分
け
の
実
施
等
、

様
々
な
形
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
生
み
出
さ
れ
た
資

源
を
新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
つ

な
げ
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

た
と
考
え
て
い
る
。
市
政
戦
略

会
議
で
は
、
平
成
25
年
４
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
行
財
政
改
革

大
綱
に
つ
い
て
審
議
が
な
さ
れ
、

本
大
綱
を
基
に
実
行
す
る
改
革

が
、
よ
り
確
実
な
も
の
に
な
る

よ
う
、
取
り
組
み
内
容
等
に
つ

い
て
厳
し
く
踏
み
込
ん
だ
答
申

を
受
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

人
事
給
与
制
度
改
革
に
つ
い

て
は
、
昇
給
の
抑
制
や
管
理
職

員
の
給
与
の
削
減
等
を
し
て
い

る
が
、
更
に
給
与
水
準
の
適
正

化
を
図
る
た
め
、
今
後
２
年
間

で
給
与
制
度
の
再
構
築
を
行
っ

て
い
く
考
え
で
あ
る
。
ま
た
、

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
各
施

設
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

等
を
調
査
・
分
析
し
、
計
画
的

な
施
設
保
全
策
を
立
て
る
と
共

に
、
行
政
経
営
の
視
点
か
ら
、

施
設
の
複
合
化
、
多
機
能
化
等

を
含
め
た
統
廃
合
等
の
判
断
を

行
っ
て
い
く
。

学
校
の
安
心

・
安
全
対
策

問　

教
育
委
員
会
は
、
学
校
安

全
安
心
対
策
担
当
室
を
設
置
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
か
ら
設
置
に
至
り
、
配

置
す
る
職
員
は
ど
の
よ
う
な
人

物
を
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

職
員
を
民
間
か
ら
登
用
す
る
こ

と
は
検
討
し
た
の
か
。

答　

教
育
委
員
会
で
は
平
成
23

年
度
に
事
故
対
策
班
を
設
置
し
、

当
事
者
間
の
調
整
や
助
言
、
指

導
を
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
複
雑
化
す
る
ト
ラ
ブ
ル
、

保
護
者
か
ら
の
過
度
な
要
求
等

の
問
題
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
解

決
す
る
た
め
、
新
た
に
学
校
安

全
安
心
対
策
担
当
室
を
設
置
し
、

支
援
活
動
の
充
実
を
図
る
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
本
担
当
室
の

室
長
は
、
校
長
と
職
位
が
同
級

の
者
を
配
置
し
、
学
校
管
理
職

へ
の
助
言
・
指
導
に
当
た
り
、

担
当
室
職
員
に
は
生
徒
指
導
や

を
推
計
・
勘
案
し
、
施
設
の
規

模
や
処
理
能
力
等
の
数
値
目
標

を
設
定
し
た
上
で
策
定
す
る
。

塩

浜

地

区

整

備

事

業

問　

市
は
土
地
区
画
整
理
事
業

に
向
け
、
平
成
25
年
度
予
算
に

塩
浜
地
区
整
備
事
業
用
地
取
得

費
を
計
上
し
て
い
る
。
本
用
地

の
取
得
に
よ
る
土
地
区
画
整
理

事
業
の
認
可
は
い
つ
頃
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答　

本
用
地
は
市
川
塩
浜
駅
前

に
お
け
る
、
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・
34
号
の
未
整
備
区

間
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
の
道

路
は
土
地
区
画
整
理
事
業
計
画

に
お
い
て
賑
わ
い
の
環
境
軸
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
が
買
収
す
る

こ
と
で
事
業
区
域
を
画
定
し
、

事
業
認
可
を
取
得
す
る
計
画
で

あ
る
。
し
か
し
、
地
権
者
と
の

協
議
は
難
航
し
て
お
り
、
現
時

捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
25

年
度
に
実
施
す
る
工
事
の
内
容

と
、
本
工
事
後
の
次
期
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
延
命

化
工
事
は
23
年
度
よ
り
本
格
工

事
に
着
手
し
、
24
年
度
は
焼
却

処
理
施
設
や
設
備
の
更
新
・
整

備
を
行
っ
て
い
る
。
24
年
度
末

時
点
の
進
捗
状
況
は
、
工
事
全

体
の
88
％
と
な
る
と
見
込
み
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
と
考
え
て

お
り
、
25
年
度
の
ご
み
焼
却
施

設
１
号
炉
整
備
を
も
っ
て
、
全

て
の
工
事
が
完
了
す
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
次
期
整

備
計
画
は
、
現
在
の
施
設
が
稼

動
を
終
了
す
る
35
年
度
に
向
け

て
の
計
画
と
な
る
。
24
年
５
月

に
は
調
整
会
議
を
立
ち
上
げ
て
、

建
て
替
え
や
再
延
命
化
等
の
課

題
抽
出
を
進
め
て
お
り
、
26
年

度
に
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る

市
川
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
で
将
来
の
ご
み
の
量
や
質

る
経
済
効
果
等
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
て
い
る
か
。

答　

京
成
電
鉄
株
式
会
社
は
、

平
成
25
年
９
月
に
Ａ
地
区
業
務

棟
に
本
社
機
能
を
移
転
す
る
予

定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
、
法
人
市
民
税
、
固
定

資
産
税
の
税
収
増
や
新
た
な
雇

用
の
創
出
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

に
加
え
、
約
４
０
０
人
に
上
る

従
業
員
に
よ
る
、
地
元
経
済
へ

の
波
及
効
果
も
出
て
く
る
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
本
八
幡
地

区
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
向
上

に
資
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

他
、
本
市
の
施
策
と
の
協
力
・

連
携
の
可
能
性
等
、
様
々
な
効

果
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
延
命
化

問　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
延

命
化
工
事
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
に
完
了
す
る
見
込
み
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
在
の
進

教
育
相
談
等
の
経
験
が
あ
り
、

学
校
問
題
の
解
決
に
実
績
の
あ

る
者
の
配
置
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
教
育
現
場
で
の
経
験

を
有
し
た
職
員
の
配
置
を
予
定

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
民
間
か

ら
の
人
材
登
用
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
、

専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
な
る

場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
医
師
、

弁
護
士
、
学
識
経
験
者
等
に
相

談
し
、
助
言
を
受
け
ら
れ
る
態

勢
を
維
持
し
て
い
く
。

本
八
幡
Ａ
地

区

再

開

発

問　

本
八
幡
駅
北
口
Ａ
地
区
再

開
発
事
業
の
一
部
完
成
に
よ
り
、

同
地
区
に
新
た
な
市
民
や
企
業

等
が
入
居
す
る
こ
と
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

る
。
そ
の
中
で
も
、
京
成
電
鉄

株
式
会
社
の
本
社
が
同
地
区
に

移
転
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
市
は
同
社
の
入
居
に
よ

早
期
の
用
地
取
得
と
事
業
認
可

取
得
に
向
け
て
関
係
者
と
協
議

を
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

点
で
は
交
渉
成
立
に
は
至
っ
て

い
な
い
。
土
地
の
価
格
や
補
償

費
の
問
題
等
、
交
渉
に
は
時
間

が
か
か
る
も
の
と
考
え
て
い
る

が
、
粘
り
強
い
交
渉
を
重
ね
、

要
と
考
え
る
。
市
川
駅
の
南
側

か
ら
江
戸
川
区
と
直
結
す
る
大

洲
橋
構
想
の
動
き
を
生
か
し
、

こ
の
地
域
の
発
展
を
目
指
す
中

で
、
市
川
地
区
で
の
庁
舎
整
備

を
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

答　

委
員
会
か
ら
の
答
申
は
、

各
委
員
が
幅
広
い
視
点
か
ら
審

議
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
整
備
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
は
十
分
に
尊
重
す
る
中
で
、

市
民
や
議
会
等
の
意
見
も
聴
き

つ
つ
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

委
員
会
で
は
、
八
幡
地
区
３
案

と
市
川
地
区
１
案
を
審
議
し
、

首
都
直
下
地
震
等
の
発
生
の
可

能
性
の
高
ま
る
中
、
早
期
実
現

可
能
な
現
在
地
で
の
建
て
替
え

案
が
推
奨
さ
れ
た
。
周
辺
道
路

経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー
の
運
営

会
議
に
は
浦
安
・
市
川
の
両
市

長
も
出
席
し
て
、
診
療
科
目
や

病
床
数
、
フ
ル
オ
ー
プ
ン
ま
で

の
計
画
の
報
告
を
受
け
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
順
調
で
特
段
問
題

も
な
く
、
医
療
の
質
も
向
上
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
本

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
地
域

医
療
の
担
い
手
と
し
て
市
も
大

き
な
期
待
を
か
け
て
お
り
、
今

後
も
運
営
会
議
等
の
場
を
通
じ

て
、
経
営
状
況
の
確
認
や
意
見

を
述
べ
る
こ
と
等
を
し
っ
か
り

と
行
い
、
市
民
の
期
待
に
応
え

る
病
院
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。

が
継
続
し
て
利
用
で
き
る
も
の

と
す
る
た
め
、
浦
安
市
と
市
川

市
と
で
約
１
０
０
億
円
の
建
設

補
助
を
投
入
し
、
民
設
民
営
と

し
た
経
緯
が
あ
る
。
現
在
の
セ

ン
タ
ー
の
状
況
と
、
経
営
が
民

間
に
移
譲
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
従
来
の
市
民
病
院
が
担
っ

て
い
た
役
割
を
果
た
せ
る
の
か
、

市
の
認
識
を
問
う
。
ま
た
、
多

く
の
補
助
金
を
出
し
て
き
た
市

と
し
て
は
、
協
定
書
に
あ
る
市

か
ら
の
要
望
や
条
件
の
担
保
等
、

運
営
に
対
し
て
積
極
的
に
関
与

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　

本
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る

地
域
医
療
振
興
協
会
は
、
自
治

体
等
で
も
十
分
な
実
績
が
あ
り
、

混
雑
の
問
題
は
、
外
環
道
路
等

の
開
通
や
新
庁
舎
駐
車
場
整
備

に
よ
り
軽
減
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
市
川
地
区
案
は
、

民
有
地
の
た
め
、
地
権
者
交
渉

や
土
地
活
用
の
た
め
の
工
事
の

実
施
が
不
確
定
な
状
況
に
あ
る

こ
と
等
が
検
討
・
整
理
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

東
京
ベ
イ
・
浦
安

市
川
医
療
セ
ン
タ
ー

問　

東
京
ベ
イ
・
浦
安
市
川
医

療
セ
ン
タ
ー
は
、
経
営
環
境
が

厳
し
く
な
り
施
設
の
老
朽
化
も

進
ん
で
い
た
公
立
病
院
を
、
地

域
病
院
と
し
て
の
安
定
し
た
質

の
よ
い
医
療
を
確
保
し
、
市
民

市

役

所

本

庁

舎

整

備

問　

本
庁
舎
の
整
備
に
つ
い
て
、

庁
舎
整
備
基
本
構
想
策
定
委
員

会
か
ら
答
申
が
な
さ
れ
た
が
、

こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
の
か
。

答
申
で
は
現
在
地
で
の
建
て
替

え
案
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
現

在
地
は
周
辺
道
路
の
渋
滞
や
混

雑
で
不
便
を
感
じ
る
と
、
市
民

意
向
調
査
の
結
果
に
あ
る
。
答

申
案
で
は
こ
の
問
題
の
解
消
は

難
し
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

本
市
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
上

で
は
、
市
内
の
各
拠
点
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
発
展
す
る
こ
と
が
必

塩浜地区整備事業予定地（右奥は市川塩浜駅）


